












教育は慢性疾患児の入院中のQOL の重要な課題のひとつであるが、現状に問題点が少なく

ないことは関係者が共通に認識している事実と思われる。今年度我々は慢性疾患児の入院

中教育に関与する教育・医療従事者および患児の親(母親)を対象とし、アンケート調査を

行った。その結果、入院中の慢性疾患児に教育が必要であること、現状の教育には改善可

能な問題点があることが判明した。問題点は、 (1)病棟内教室の欠如、 (2)教員不足、 (3)

個別化した教育の必要性、 (4)厚生省と文部省の連携不足、 (5)養護学校に対する社会的

偏見であり、各々の改善案を含めて考察した。


